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We studied the attributes of men's footwear of 16 Chinese ethnic groups using cluster analysis.
Footwear was divided into three cultural clusters ，merged into cluster 1 (including Chuang ，Pai，Miao，
Yi，Naxi，and Chiang) ，cluster II (including Kazakh ，Uygur ，Kirghiz ，Mongol ，Tibetan ，Dongxiang ，and
Xibo)，and cluster III (including Han ，Daur ，and Manchu).
Footwear from southwestern China ，merged in cluster 1，is suited for agriculturallabor in steep and

flat arable land 目 Sandals and slippers characterize this cluster's footwear. Footwear in cluster II，from
northwestern China ，is suited for stock raising ，especial1y for horseback riding. Most footwear in ‘cluster
II consists of long leather boots. Footwear (short boots) ，from northwestern China，in cluster 皿，is
suited for cold forest hunting. One feature of this footwear is its warmth
The results of this study show that the attributes of men's footwear in Chinese ethnic groups

correctly reflect differences in occupations and living environments
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1. 緒昌

世界最古の履きものは古代エジプト古王国(約

5，000 年前)で王侯，僧侶，戦士が地位と権威の象徴

として用いたサンダルであった.それは熱帯の灼けた

地面から足を保護するためではなかったという 11 こ

れに対して，わが国最古の履きものは弥生時代の田下

駄であるが，これは農具としての機能をもった履きも

のであって，前者のサンダルのような装飾性を全くも

っていなかった 21 このように履きものには装飾性と

機能性の両義性が存在し，それらは履きものの形態的

外観としても観察することができる.

従来，履きものの装飾性と機能性に関しては人類学，

民俗学，被服学，整形外科学，スポーツ科学などの分

野で多角的な研究がなされている.しかし，履きもの

のもつ形態的な特徴を固有属性の視点から取り扱った

研究はきわめて少ない.

本研究では中国少数民族と漢族の伝統的履きものに

みられる固有属性を比較検討することによって，履き

もののもつ地域分布的特徴を明らかにし，併せてクラ

スター分析による文化クラスター的構成 31 を検討・した.

2. 研究方法

対象民族は，中国西北部のアルタイ山脈から昆嵩山

脈に分布するハザク族，ウイグル族，キルギス族，シ

ボ族，黄土高原から青蔵高原に分布するチベット族，

トンシャン族，北部の通称ゴピ砂漠，内モンゴル高原

に分布するモンゴル族，東北平原に分布するマンシュ

ウ族，ダブール族，西南部の四川盆地から雲貴高原に

分布するチワン族，パイ族，メオ族，イ族，ナシ族，

チャン族，そして，中国全土に分布するカン(ハン)

族である.これら 16 民族の伝統的な男子履きものの

固有属性について調査した.
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表 l に特に履きものとの関連を考慮して，主たる居

住地域，気候，人口，生業，言語，宗教を示す.

中国 56 の民族集団について十分な資料収集を行う

べきことは研究上理想的で、ある.しかし，本研究で取

り上げた民族の国立民族学博物館(以下，民博と言う)

資料だけをとっても数十年かけて組織的に収集したも

のであって，現実にはすべての履きもの資料をすべて

の民族にわたって十分に扱うことは困難で、ある.また，

アチャン方矢，ドアン方矢，トールン方矢，タイ方矢のように，

中国には裸足で生活する民族が多数存在し，これらの

民族は研究対象から除外せざるを得ない.また，台湾

だけに居住する民族も台湾が大陸中国以外であるとい

う理由から除外した.さらには，大陸中国の民族のう

ちから人口が 10 万人未満の民族は，多くの中国国内

の民族比較研究と同様に，今回の研究対象から除外し

た.また，中国全土に各民族集団が十分な地理的な広

がりをもつように配慮しつつ，残る民族集団の中から

人口規模を考慮して(その順序に従って)研究対象を

選定した.

ここでは民族が中国解放前から利用してきた伝統的

な履きもののみを対象としており，解放後に入ってき

たプラスチックやゴム製の履きものは除外している.

(l) 資料

本研究で取り扱った各民族の履きもの資料数を，表

2 に示す.

調査対象とした原資料は，①筆者らが文部省海外

科学研究費補助金日中共同研究によって，中国の雲南

省見明，大理，シーサンパンナ地域，新彊ウイグル自

治区ウルムチ，トルファン，北京市民族文化宮，上海

博物館にて収集した履きもの資料，②民博に収蔵さ

れている履きもの資料である.これらは民博が，民族

文化宮に依頼して収集しているものが主であり，その

多くは実際に日常使用されていたものである.

なお当該民族の資料であることの確認は，現地にお

いて行うほか，出来うるかぎりの文献資料により行っ

た.

(2) 分類方法

中国諸民族の伝統的民族服と同様に，履きものにも

他民族から自民族を明確に識別し，その独自性を表現

するような文化要素が内在し，それを固有属性と言う

ことができる.このような意味から，本研究において

言う固有属性とはそれぞれの民族のもつ履きものの固

有の特徴のことである.

1) 履きものの国有属性

大丸 4 )は衣服標本を分類するに際して固有属性を利

用し，その際に用いる標識として以下の 7 項目をあげ

た. I色マーク J I丈マーク J I形態マーク J I布地特性

マーク J I素材マーク J I構成技術マーク J I部位マー

ク J である.

本研究で、は大丸の固有属性分析による衣服標本カタ

ログの分類の方法 4 )を参考として，収集資料を吟味検

討した結果，中国諸民族の履きものの特徴から 37 の

固有属性を抽出した.ただし上記 7標識のうち「色マ

ーク」については，扱った資料が標本，写真，文献中

の写真など一定ではなく，識別にも困雑であることか

らこれを除外した. I丈マーク j については履きもの

の場合は，垂直方向の長さ，つまり足くびから上を被

う部分と定義し「形態」に含めて扱った. I布地特性

マーク」については「履きもの装飾性」として扱った.

「構成技術マーク J については「縫合技術」として扱

った.また，収集資料を検討した結果として「間隙性」

を加えた.

本研究では足に着装し，またはそれを被い包むもの

を「履きもの」と総称し，固有属性の名称については

できるだ、け中国の文献に従った.

2) 履きもの固有属性と分類(表 3 参照)

履きものの固有属性の分類を行うにあたり，表 3 に

示すように形態，履きもの装飾性，素材，縫合技術，

部位属性，間隙性を取り上げ，さらに以下のように細

分類した.

A. 形態(表 3 の A) :履きものは足の甲を露出し

ているか被っているかで開放性履きものと閉塞性履き

ものに大別できる j) 開放性履きものとは，履きもの

の台部と足を鼻緒や横バンドで固定したサンダル (A

1) が代表であり，草履や下駄もこれに含まれる.一

方，閉塞性履きものとは，履きものの底部と足を甲被

で固定したものであって，ここでは表 3 の (A 2-1)

のように，甲被が足部から膝関節部にかけて連続して

被っている形態のものを長ぐっとし， (A 2-2) のよう

に甲被が足部から下腿部ふくらはぎの下縁あたりまで

を連続して被っている形態を短ぐっとした.さらに閉

塞性履きものは (A 2-3) のように，甲被が爪先から

腫までの足部の外周辺を浅く取り巻くようにして被っ

ている形態のものを浅ぐっとした.また， (A 2-4) の

ように，甲被が爪先から牒上縁までの高さで、被ったも

のを深ぐっとした.

B. 履きもの装飾性(表 3 の B) :履きもの地に刺
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表 2. 履きもの資料の構成

民族名 計 原資料
写真および

文書資料*
絵画資料

チワン族 2 2 2
パイ族 6 2 4 3
メオ族 6 3 3 4
イ 族 6 5 4
ナシ方矢 3 3 3
チャン族 3 3 12
ハザク族 8 4 4 11
ウイグ lレ族 4 4 10
キルギス族 6 3 3 7
モンゴ 1レ族 6 4 2 20
チベット族 12 4 8 25
トンシャン族 4 3
シボ方矢 6 2 4 3
カン族 13 1ょ2 15
ダブール族 4 4 10
マンシュウ方矢 4 2 2 6

計 93 38 55 135

*文書資料は分類にあたって当該固有属性について明瞭に記述のあっ

た文献の数で，固有属性の有無の判断を確認するための補助資料で
ある 8ト抑制、 281

繍，アップリケ，縁飾りなどがあるか否かで，装飾あ

り (B 1) と装飾なし (B 2) に分類した.

c. 素材(表 3 の c) :周と高 51 によれば，中国古

代の靴の種類は大変多く，それらの具体的な区別は主

として材質と造形の両面から行われている.さらに材

質については布，草，皮の 3種類に大別している 5\
本研究ではその分類方法を基本として，植物繊維，動

物繊維のいずれにしても，撚った後に織りをかけたも

のを布素材 (C 1-1) ，撚った後に編んだものを編み素

材 (C 1-2) とした.鞍しの有無を問わず動物性の皮

を皮素材 (C ト3) と分類した.

また，それらの素材を単数で使用している場合には，

単数地 (C 2-1) ，異素材を組み合わせている場合には

複数地 (C 2-2) とした.

D. 縫合技術(表 3 の D) :収集資料を検討した結

果，縫合あるいは接合箇所を甲部中央 (D 1)，甲部周

辺 (D 2) ，腫 (D 3) ，両眼下 (D 4) ，モカシン (D 5)
の 5分類とした.特にモカシンは 1枚の素材で足を包

み込み，紐状のもので甲部周辺を絞り込んだものとし

た.これはアメリカインデイアンのモカシン

(moccasin) )1 の縫合技術を基本とした.

E. 部位属性(表 3 の E)

①先端形状:丸みのあるものを円頭 (E 1)，角の

あるものを方頭 (E 2) ，先端の形状が尖って反り上が

っているものを小頭 (E 3-1) とし，小頭よりもさら

に高く反り上がっているものを高頭 (E 3-2) と分類

した引.また，先端の形状が前方に突き出ているもの

を突出 (E 3-3) とした.先端の形状は履きものの爪

先を横や真上から見て円頭，方頭，小頭，高頭，突出

と判断するが，爪先がない開放性履きものについては，

履きもの台部の形状で判断した.

②台(底)部:本研究では履きものの底を，開放

性履きものでは台部とし，閉塞性履きものでは底部と

した.そして，台(底)部の腫の部分だけに高さがつ

いているものを腫あり (E 4) とし，ないものを躍な

し (E 5) とした.一方，台(底)部全体が高くなっ

ているものを底高 (E 6) と分類した.

③甲被:履きものは，足の甲を露出しているか甲

被で五被っているかによって，開放性履きものと閉塞性

履きものに大別される l\ 本研究では甲被が爪先から

腫までの足部の外周辺を浅く取り巻くようにして被覆

された状態を甲部半分 (E7-1) ，甲被が爪先から牒上
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表 3. 中国諸民族の履きもの固有属性分類

A1 サンダル， B1 装飾あり C 1-1 布素材

A2-1 長ぐっ B2 装飾なし C 1-2 編み素材

』伸一

A 形態

d套盗塁》

A2-2 短ぐっ

J

B 履きもの装飾性 c ̃長材

※1'gJ1t' 略

CI-3 皮素材

※図省略

LlJ 0 乙J~ くÐJJ
J 口U J くi!)rl--h
①ヒ」之̃ &̃三

A2-3 浅ぐっ

J
4弘

C2-1 単数地 D4 間際下 E3-2 ;:';j 頭 Ell つまみ

2 ζク ヒ ァ=f暗i
C2-2 後数地 D5 モカシン E3-3 突出 E12 スリァト

2 ιd に一 o
E13 折り返し

JJð
縁まで被覆された状態を甲部全体 (E 7-2) とした.

また，開放性履きものでは鼻緒や横バンドなどの留め

具が台部と足を固定する役割を担っているため，留め

具 (E 8) という分類も設けた.

④履き仁 1 :足に着装された履きものを横から観察

したときに履き口が，床面に対して水平 (E 9-1) で

あるもの，斜めであるもの (E 9-2) ，段差があるもの

を段差 (E 10) とした.この他につまみ (E 11)，ス

リット (E 12)，折り返し (E 13) などを分類した.

開放性履きものは水平として扱った.

F. 問 I~j!性(表 3 の F) :先端が反り上がった履き

ものは先端の部分に空気がたまり保温性が高まる (j)

ここでは着装した際，履きもの内の空気のたまる量が

多い部分を，足くびまでを含む l宇部 (F 14)，履き口

(F 15) ，先端 (F 16) の三つに分類した.

なお各民族ごとの複数の資料のうちで l 資料でも該

当する国有 1苛性をもっ場合には，当該民族はその岡有

属性を「有 J とした.したがって「無」とされた場合

には，その民族の履きもののいずれをとっても当該の

固有属性が見出されないことを意 l床する.

(3) 解析方法

1) クラスター分析

16 民族について，それぞれの履きものの固有属性

を「形態 J r履きもの装飾性 J r素材 J r縫合技術 J r部
位属性 J r間隙性」の各カテゴリごとに分類し，これ

を数量化(当該属性がある場合には 1，ない場合には

0) した.それらのダミー変数情報をもとに民族聞の

距離行列をマハラノビスの汎距離によってもとめ，こ

れを手掛かりとして average 法によるクラスター分析

をff った.なお，解析 Lには SPSS を用いた 7 )

3. 結果と考察

(1) 履きもの固有属性のクラスター分析

履きもの固有属性をクラスター分析して得た結果を，

民族クラスターのデンドログラムとして図 1に示す.

16 民族はそれらがもっ履きものの固有属性によっ

て三つのクラスターを構成している.これらのクラス

ターをそれぞれ履きもの¦週 1，履きもり圏 II，履きも

の閤田と命名して，それらに属する各民族の履きもの

の特色を固有属性の点から吟 l床検討した.また， I豆12~

U
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図 1. 履きもの固有属性による 16民族のクラスター分析

履きもの圏¦

500
且

圃ハザク族/勺

園ウイグ峨)

図キルギス族

̃モンゴル族

閣内ト篠

田トンシャン族

幽ンボ族

図 3. r履きもの圏 IIJ の民族分布

d

500 叩冊凶

L•..-ーー同ー J

園チワン族

園パイ族

図メオ族

̃イ族

圏ナン銭

皿チャン族

図 2. r履きもの圏 1 J の民族分布

4 から知られるように，履きもの圏 I は主に中国西南

地方の雲南省，四川省，貴州省，広西壮族自治区に分

布する民族によって構成されている.西南地方は亜熱

帯に属する山岳丘陵地帯である.ここに居住する民族

は，主に水利には不便な山肌を利用して焼畑農耕を営

んできた.また，履きもの圏 Hは主に西北地万の新彊

ウイグル自治区，内モンゴル自治¦玄，チベット自治区，

青海省，四川省に分布する民族によって構成されてい

る.ここに居住する民族は，草原をもとめて移動する

遊牧民族であるが，現在では定住化もすすんでいる.

履きもの園田は主に東北地方の黒竜江省，古林省，遼

寧省に分布する民族(カン族は全国に分布)によって

構成されている.東北地方の北部は農業地帯，南部は

重工業基地，東部山地は大発電地帯である.漁労も盛
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500.
図ヵン族

園ダフール族

図マンシユウ族

図 4. I履きもの園田」の民族分布

んに行われ，木材の蓄積畳も豊富な地域で、ある.

1) 履きもの圏 I の特徴

)覆きもの圏 I にはチワン族，パイ族，メオ族，イ族，

ナシ族，チャン族が属している(図 1). これらの民

族は主に中国西南地方に分布している.また，図 1か

らもわかるように，履きもの圏 Iは他の履きもの圏に

比してクラスター内で、の類似性が特に高い傾向にあり，

きわめてよく似た履きものであることを認めることが

できる.

この履きもの圏では，サンダルや浅ぐつを履く.

サンダルの材料は植物繊維，皮，布である.先端の

形状は円頭で，履き口は水平である.台部にはヒール

がなく，甲被と足を固定するための留め具がある.

イ族，パイ族(図 5-1) のサンダルは儀礼や祭りな

どの特別な日に履かれるもので，親ゆびの部分に飾り

が付いていたり，花や渦巻き紋様の刺繍が施されてい

るおパイ族は農作業をする際には，植物繊維を編ん

だサンダルを履く.最近ではプラスチック製のサンダ

ルも履く 91 メオ族もゴム製のサンダルを履く 10) がこ

れらは本研究で、は扱。っていない.

浅ぐつの材料は布である.先端部分は，底部には接

着せず，床面から離れて前方に突出している.先端の

形状には，小頭，円頭がある.小頭の場合，縫合箇所

は l宇部中央と躍の 2 カ所で，円頭の場合で、は腫のみで、

ある.また，いずれの場合も，甲被が爪先から腫まで

の足部の外周辺を浅く取り巻くようにして被っている.

底部は全体に高く，履き口は水平で、ある.

イ族の浅ぐつは黒色の布地に，赤，黄，緑色の花，

鳥，獣，幾何学紋様の刺繍が施されている 81 チャン

族の浅ぐつは「雲雲鮭」と言われるもので，刺繍され

た雲紋様には「雲に乗ったように歩きたい J という山

岳地帯に居住する民族の願望が込められている 111 刺

繍が施される履きものは装飾性が高まる.また，摩耗

しやすい部分に刺繍を施すことで，履きものを保護す

ることカ fできる ll)

ナシ族 9 山、 141 チャン族 91121 の履きものには，チベ

ット族の影響を受けた長ぐつがあり，同クラスター内

では特徴的である.

履きもの圏 Iで履かれているこれらのサンダルや浅

ぐつは，西南地方での険しい山地やわずかな平地を利

用した農業生活に適したものである.

2) 履きもの圏 E の特徴

履きもの圏 E にはハザク族，ウイグル族，キルギス

族，モンゴル族，チベット族，トンシャン族，シボ族

が属している(図 1). これらの民族は主に中国西北

地方に分布している.また，図 1からもわかるように，

履きもの圏 E は履きもの圏 I に比してクラスター内で

の類似性が互いに低い傾向にある.つまりハザク族，

ウイグル族，キルギス族のサブクラスター，モンゴル

族，チベット族のサブクラスター，トンシャン族，シ

ボ族のサブクラスター聞には，少しずつ異なった特徴

があると考えられる.

この履きもの圏では長ぐつを履く.

ハザク族，ウイグル族の長ぐつの材料は，家畜や狩

猟によって得た動物の皮である.装飾はない.縫合は，

甲部周辺，腫，両眼下で、行われる.先端の形状には円

頭，高頭があり，いずれも底部の形状と規則的な対応

をしている傾向がある.円頭のように爪先が水平な履

きものにはヒールがあり，高頭のように爪先が反り上

が'った履きものは，底部全体が高くなっている.履き

口には水平，斜めがある.

ウイグル族，ハザク族は，長ぐつの他に皮製の深ぐ

つも履く.ウイグル族は，年齢を問わずそれらを履

き l引，また，季節によって履き替える引.ハザク族は

防水用のゴム製の深ぐつを，長ぐつの上から履く 13\

キルギス族の長ぐつの材料は，よ¦二や羊の皮である.

特に牛の皮でイ乍られた履きものを「可等依」と言

う川\

モンゴル族(図 5-2) ，チベット族の長ぐつは装飾

性が高く，同クラスター内のハザク族，ウイグル族，

キルギス族と異なっている.
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図 5-2. モンゴル族の長ぐっ 図 5-3. マンシュウ族の深ぐっ

牧畜に従事するモンゴル族は，皮製の「唐吐弓」と

いう短ぐつを履く.履きもの地には，雲や植物，幾何

学紋様の装飾が施されている.馬に乗るための短ぐつ

には装飾がない 151 一方，農業や半農半牧に従事する

モンゴル族は，長ぐつをあまり履かない 171

モンゴル族の短ぐつの先端は，居住環境によって異

なった目的をもっている.高頭は砂漠を歩くのに適し

ている.小頭は乾いた草原を歩くのに適しており，円

頭や方頭のように水平な履きものは，湿潤な草原を歩

くのに適している l6)Hì} またハザク族やウイグル族

と同様に，先端の形状が底部と規則的な対応をしてい

る傾向がある.円頭，方頭のように爪先が水平な履き

ものにはヒールがあるが，小頭，高頭，突出のように

爪先が反り上がった履きものにはヒールがなく，底部

全体が高くなっている.

チベット族は長ぐつを履く.材料は「種盆 J と言う

厚手の毛の素材で，黒，紫，赤，緑色などがある.先

端の形状には方頭，円頭，小頭がある.底部の材料に

は，牛の毛を撚って縄にしたものが使われる.足くび

から上部は軟質で，履き口後部には十数 cm のスリツ

トカ fある旧刷川6

トンシヤン族，シボ族の長ぐつの材料は硬質な皮で

ある.先端の形状には円頭，小頭があり，底部は全体

に高い.履き口には水平，斜めがある.これらの特徴

は同クラスター内のハザク族，ウイグル族と類似して

いるが，先端部分が前方に突出し，ヒールがないとい

う点においては，モンゴル族やチベット族と類似して

いる.

履きもの圏 E で履かれているこれらの長ぐつは，牧

畜を中心とした生活，特に乗馬するために適したもの

である.
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3) 履きもの圏皿の特徴

履きもの園田にはカン族，ダブール族，マンシュウ

族が属している(図 1). これらの民族は主に東北地

方に分布(カン族は全国に分布)している.また，図

l からもわかるように，履きもの圏皿はクラスター内

での類似性は他の履きもの圏に比して互いに低いとい

える.

この履きもの圏では深ぐっ，長ぐつおよび短ぐつを

履く.

カン族は全国に分布しており，また，履きものの種

類も多い.カン族は防寒に，皮製の「甑靴鮭」と言

う短ぐつを履く.保温性を高めるために，履きもの内

に闇草に似た「瓶靴草」を入れる.また，深ぐつに

は布製の「千層底 j と言われる履きものがある 181

最近の深ぐっは，スニーカーのように甲部中央にはあ

きがあり，底部と先端の材料がゴム製である 9113\ こ

の他には皮製の長ぐつがある.先端の形状は円頭で，

ヒールがあり，履き口は斜めである.履きもの内の間

隙は甲部，履き口，先端に認められる.

カン族のサンダルの材料は植物繊維であり，農作業

の際に履く 91 最近ではプラスチック製のものが主流

になってきている 131 雨天には，材料が皮の深ぐつを

履く.底部には滑り止めの鉄の突起がある 91 これら

は南方でみられる履きものである.

ダブール族は防寒に， I其-F米J と言う短ぐつを履

く. 1'13部の材料はノロの皮，底部の材料はヘラジカや

牛の皮であり，装飾が施されている 18\ 先端の形状は

円頭で，甲部中央のあきはループで留める.また，短

ぐつにはモカシン縫合もある.深ぐつは，黄色の布に

黒色の刺繍が施されている 1ぺ
マンシュウ族はカン族と同様に，短ぐつの「朝[靴
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桂」を履く 131 深ぐっ(図 5-3) の材料は聴した皮で

ある.縫合はモカシンで，紐状の布で甲部を絞り込ん

でいるため，甲部や先端の保温性が高い.先端の形状

は円頭で，ヒールはない.この他に長ぐっ，浅ぐつが

ある.

マンシュウ族の履きものの先端の形状には方頭，小

頭がある.元来，先端の形状が方頭である履きものは

貴族が朝廷に出勤する際に履いた.この履きものの材

料は緑色の布で，先端には装飾がある.また，先端の

形状が小頭である履きものは，狩猟に適している 16)

履きもの圏 Eで履かれているこれらの深ぐっ，長ぐ

っおよび短ぐつは，主に森林地帯での狩猟を中心とす

る生活に適したものである.

(2) 履きもの圏の比較

次に各履きもの圏における履きもの固有属性の相対

頻度を表 4 に示し，各項目ごとに三つの履きもの圏の

特徴を比較した.

三つの履きもの圏に共通する履きもの固有属性は，

縫合技術のうち腫 (D 3) ，先端形状では円頭 (E 1) ，

履き口では水平 (E 9-1) の三つである.これらは中

国諸民族の履きものに共通した固有属性ということが

できる.

1) 形態からみたクラスター開の比較

履きもの圏 I ではサンダル (A 1) と浅ぐっ (A2-3)

が頻度が高い.浅ぐつは爪先から腫までの足部の外周

辺を浅く取り巻くように被覆されていて，閉塞性履き

ものの中でも開放性履きもののサンダルのように露出

度が高く，容易に履くことができる.このような点か

ら，履きもの圏 Iでは開放的な履きものを履く傾向が

強いといえる.

反対に，履きもの圏 E では長ぐっ (A 2-1) が，履

きもの圏 E では深ぐっ (A 2-4) ，長ぐっ，短くやっ (A

2-2) が頻度が高い.したがってこの二つの履きもの

圏では閉塞性履きものを履く傾向が強いといえる.

2) 履きもの装飾性からみたクラスター聞の比較

履きもの圏 I は，装飾あり (B 1)，履きもの圏 E で

は装飾なし (B 2) がいずれも頻度が高い.一方，履

きもの圏皿は，装飾ありと装飾なしがいずれも頻度が

高い.

3) 素材からみたクラスター聞の比較

履きもの圏 Iでは，通気性が主く水はけのよい布素

材 (C 1-1) ，編み素材 (C 1-2) や，皮素材 (Cl-3) ，

単数地 (C 2-1) が頻度が高い.これは同形態の履き

ものでも目的や用途によって素材が異なるということ

を示している.また，それらの素材は単一で、用いられ

る傾向が強い.一方，履きもの園田ではすべての項目

において頻度が高い.これは履きもの圏 I とは異なり，

異素材を組み合わせる傾向が強いということを示して

いる.したがって履きもの園田は履きもの圏 I に比し

て履きものが多様であるといえる.履きもの圏 E は皮

素材，単数地のみ頻度が高い.

4) 縫合技術からみたクラスター聞の比較

履きもの圏 I では甲部中央 (D 1) が頻度が高い.

この縫合によって先端が反り上がるため，主に小頭の

履きものに認められる.円頭のように水平な履きもの

は，甲部中央の縫合はほとんど行われていない.一方，

腫 (D 3) の縫合は小頭，円頭の履きもののいずれに

も認められ，小頭のように縫合箇所が甲部中央と腫に

認められる場合は，履きもの地は同型の 2 枚地からな

り，円頭のように縫合箇所が睡だけの場合は，履きも

の地は 1枚地からなる(ともに底部を除く) .

履きもの圏 Hでは，他の履きもの圏には認められな

い甲部周辺 (D 2) と両眼下 (D 4) が頻度が高い.特

に甲部周辺の縫合は長ぐつに認められる.

履きもの園田では，モカシン (D 5) が頻度が高い.

履きもの圏 E と履きもの圏皿ではいずれも閉塞性履き

ものを履く傾向が強いが，大きく異なっている点はこ

のモカシンが履きもの園田に多いことである.

5) 先端形状からみたクラスター聞の比較

人間は履きものを履いて歩行する際に，足ゆびを聞

きながら履きものの中を掴むようにして蹴り出しが行

われる 11 三つの履きもの圏に共通して頻度が高い円

頭 (E 1) の履きものは，こうした足ゆびの動きを妨

げない形状である.

小頭の履きものは，履きもの圏 I と履きもの園田で

頻度が高い.しかし，両者は製造工程が異なっており，

履きもの圏 I の浅ぐつに認められた小頭 (E 3-1) の

履きものは，同型の 2枚の履きもの地を甲音阿コ央で縫

合することによってできる.一方 p 履きもの園田で認

められた小頭の履きものは，モカシンの縫合によって

できる.また，低い頻度ではあるが，小頭の履きもの

は履きもの圏 E においても認められた.先述したよう

に，小頭，高頭，突出の履きものは民族によって異な

った目的をもっており，装飾的にもたいへんおもしろ

い.こうした先端の反り¦二がった履きものは，中国諸

民族の履きものの特徴といえる.

6) 台(底)部からみたクラスター聞の比較

履きもの閤 I と履きもの圏田は，前者が開放性履き
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表 4. 各履きもの圏における履きもの固有属性の相対頻度の比較

D. 縫合技術

B. 履きもの装飾性

E. 部位属性

①先端形状

②台(底)部

A. 形

C. ‘素

③甲

④履き

肯E

材

被

口

A1
A 2-1
A 2-2
A 2-3
A 2-4

B1
B2

C 1-1
C 1'-2

C 1-3
C 2-1

C 2-2

D1
D2
D3
D4
D5

サンダル

長ぐっ

短ぐっ

浅ぐっ

深ぐっ

装飾あり

装飾なし

布素材

編み素材

皮素材

単数地

複数地

1'[3部中央

甲部周辺

腫

両眼下

モカシン

履きもの圏

•ム
•
O
ム

--O
O
ム

••
ム

••
ム

-O
•ム••
ム

履きもの圏

E

•ム
ム

ム

•ム
••ム
O--O
ム

•ム
ム

ム

ム

ム

ム

••ム-O
ム

履きもの圏

E

ム

O
O
ム

•O
O

O

•
O

•ム
O

ム

ム

•ム
ム

•••
O

F. 間隙性 F 14
F 15
F 16

申音 1\

履き口

先端

ム

•••
ム

•••

76

.:各履きもの圏の全民族に認められる， 0: 各履きもの園の一部の例外を¦徐い

て大半の民族に認められる，ム:各履きもの圏のごく一部の民族に認められる，

-各履きもの圏のどの民族にも認められない.
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もの，後者が閉塞性履きものを履く傾向が強いが，躍

なし (E 5) はいずれの履きもの圏にも共通して頻度

が高い.同様に，履きもの圏 I と履きもの圏 H では，

前者が開放性履きものを，後者が閉塞性履きものを履

く傾向が強いが，底高 (E 6) はいずれの履きもの圏

にも共通して頻度が高い.

7) 甲被からみたクラスター聞の比較

履きもの医 I 1 では甲部半分 (E 7-1) が頻度が高い

が，甲部全体 (E 7-2) の頻度は低い.一方，履きも

の匿III と履きもの園田では甲部全体の頻度が高いが，

甲部半分の頻度は低い.形態において履きもの圏 Iは
容易に履くことが可能な開放性履きもの，履きもの圏

E と履きもの圏皿は閉塞性履きものを履く傾向が強い

と大別したが，甲部の被覆の程度が要因となることが

明らかである.

留め具 (E 8) の機能は，履きもの圏 I では甲被と

足を固定させることであり，履きもの園田では甲部中

央にあいているスリッドを留めて保温性を高めるため

である.留め具は開放性履きものと閉塞性履きものの

いずれにおいても認められた.

8) 履き口からみたクラスター聞の比較

サンダルや浅く、、つ，深ぐっ，短ぐっ，長ぐつのいず

れも横方向から観察したときには履き口が水平 (E 9-

1) であり，かっすべての履きもの闘で頻度が高い.

一方，履きもの圏 E では斜め (E 9-2) も頻度が高い.

段差 (E 10) ，つまみ (E 11) ，折り返し (E 13) は

三つの履きもの圏で頻度が低い.スリット (E 12) は

履きもの園田で頻度が高い.

9) 間隙性からみたクラスター聞の比車交

履きもの圏 H と履きもの閤皿では，甲部 (F 14)，
履き口 (F 15) ，先端 (F 16) に共通に間隙が認めら

れるが，これに対して履きもの圏 Iで、は間隙性はない.

また， 1:呆 j昆効果はモカシンを造る際にできる間隙に

よって得られる.そして，それらの属性が高いと認め

られたのは履きもの圏 Eであり，保 iJfit性を伴う間隙は，

履きもの圏 E より履きもの圏皿の方が多いといえる.

クラスター分析で構成された三つの履きもの圏の分

布地域は，それぞれ大きく西南地方，西北地方，東北

地方に集結しており，履きものの特性がそれを製作し，

使用する各民族の地域特性によって異なることが認め

られた.

4. 要約

(l) 履きものの固有属性を手掛かりとした 16 民族

のクラスター分析によると，西南地方，西北地方，東

北および全国に分布する三つの履きもの圏が構成され

た.

(2) 履きもの固有属性の相対頻度によって，明らか

に異なる三つの履きもの圏が認められた.

(3) 各民族の履きものの固有属性は，当該民族の生

業と密接に関連していた.

以上により，本研究で扱った 16 の民族の履きもの

は，生業および生活環境によって異なる履きもの闘を

構成していた.これは，中国における履きもの文化を

探究する¦こで一つの手掛かりを与えるものであろう.

なお，本研究を行うにあたり，分類方法，文献資料

についてご教示いただいた，国立民族学博物館大丸

弘名誉教授，同博物館田村克巳助教授，大阪松蔭女子

大学衣料情報室高橋晴子氏，標本資料についてご教示

いただいた，国立民族学博物館宇野文男専門官，同博

物館桜井和佳子氏(当時)，中国語についてご教示い

ただいた大妻女子大学人間生活科学研究所益本仁雄教

授，解析についてご教示いただいた鳥取大学教育学部

園土将平助教授，大妻女子大学人間生活科学研究所武

川素子助手，乗馬用履きものについてご教示いただい

た日本中央競馬会馬事公苑調査役の渡辺弘氏に，深

く感謝いたします.
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